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音戸で表現される意志と

その交換に関する考察

Consideration of volition and Its 

Exchange， Expressed in Speech 
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論文概要

これは音声言言語による意志の表現作用に島号する論文である。意志、を概念によって規定されるものと考えると，意志

には認知要素以外に感情と欲求とがかかわってくる。そこで，それらを包含して表現するための音声言語に2種類の

区別を行って説明を加えた。単音節と複音節と君主五昔、との関係，有意味な言葉と意志との関係をとり上げ，更に音量員と

意志、との関係についても記した。発声問題と受聴問題にふれ，話したい開きたいという原初的意志を発声意志・受総

意志として零次性とし，音韻・挙資節宅ピ感覚的表現として2次性，有意、味な言葉によるものを叙述約表現として1次

性とし，意志の定義的類別を行な.--.j;こ。ついで，意志、の伝達が生ずる理由を考察した。

~1 まえがき

ある。京j戦が人に対してある効果をもっ(その人がそれ

を知覚する)と仮定すれば，その対象が解釈され，意味

づけられ，その生活体の中にそれと同時に起っている他

本論文において，音声言言語で意志を表現することにつ の諸活動と結びついた諸過程が呼び起されているのであ

いて従来看過されがちと思われる問題点を綴織したい。 る。これらの過程はでたらめに起っているのではなく

そして「意忘と音声jと「意志の交換jの二分節に分け て，ある程度組織的に一貫して起っている。いわば対象

て記す。本来，意志は表現されることが望まれるもので についての以前の経験があれば，同じようにして同じよ

あって，その怒味で欲求がかかっわてくることを中心に うな種類の対象に対して人は反応する。概念の特性を定

して考えた。 義するということは，われわれの経験がいかに体鋭化さ

れているかを確認していることである。概念には通常，

言語的符篠(たとえば刺戟物の名称)がつけられている

が，概念それ自体は実際はその対象と結びついている印

象， 感情，反応を代表する内的活動の複雑な体系であ

る。j以上の表現には私は賛同するのであり，そういう

見解をもって本論文を展開する。

「天に太陽，地に人あり」という文章は天体のことを

ぎっているし自然のこともぎっている。生活している我

々の社会についても暗示的である。太陽の恵みについて

も言っている。「太揚があるからこそ我々は生きている」

と言っているのだと解釈しよう。これは，これらの表現

~2 意志と音声

;意志は感情的にまた意味的に行動と結合しているもの

であるが，意志、がすべての行動において直接に意識され

ている訳ではない。常日頃，我々は格段の努力もなしに

意志を表現しているのであるo f討を出すこと自体，自己

の欲求とつながっている。

ヴィナックは概念について次のようにぎっている。「概

念とは，現在の刺戟対象に，過去の経験の中でそれに該

当する諸特徴をまとめ結びつけるように組織する体系で
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に用いられた言語的概念の背景に，諮り手の持っている

複雑な体系としての概念(前概念)があることを前提と

して可能となる。しからば， ヒトは如何にして自らの意

志を他者に伝達するのであろうか。

ヒトの恐れと怒りの表現においては，ピッチの高さが

{尽くまた言語くなっており，音声言語という学習されたも

ので意志を表環するということが醤・える。まとまって印

刷されたものを，日本務では「本j，英語では ibookj，

独語では ibuchj，フランス諮ではIlivrej， ヒンズ…

諮ではほitabj と呼ばれるが， これらの音声記号のど

れをとって見ても言い表わそうとしている当の対象を連

想させるものはない。

長い言語表現を分解して見ると，単音節とか後音節で

;意志が表現されていることがある。つまりその中に感情

と欲求との存在が見られ，こうして意志の本質が伝えら

れるのである。「そうおJという言葉は，三種類の単音

節からなる複音節である。高さのアクセントは最後の

「おjで下降する。「うJまたは長音記号を含めて始め

は強いテンシ設ンをもっている。「そうであるかJの意

志を表現することは，とりもなおさず高いピッチ・テン

ショ γに震まかれているのである。

「うん」は納得の返答であるが， iうーんJとすれば

「わかったってばjiわかっているんだがj のようにな

る意味をもっ。延伸のところに力点がある。これらは了

解の意味に感情をおりまぜ、たものである。また，これは

日本語独特の表現であって，ピッチ・アクセント以外に，

力点、によるアクセントもあるのだということを恕解しな

ければならない。これらは共に意志の言諮的表現の代行

をするものである。

また「そーおjと寄ったきりで口をつぐむとしづ行為

で何かの意志を表現することもあるであろう。単音節の

中にもこのように，長音や抑揚によって諮り手の陵情や

欲求が含まれるのである。

このような例を謡曲に見ることができる。能の戸学

的要素が謡曲であって，うたわれる部分と節をつけな

いくことば〉と称する部分とがある。これらは縮かく

入り組んで謡曲と称される。フシにはヨワ吟とツヨ吟

の2穆の部分がある。雨者では音織が相違し，ナピキ

(声を細かく上下させること)のつけ方や，スワ上げ

(音をなめらかにすべらし上げること)の有無の濃いが

る。拾子不合(ひょうしあわず)の部分と，拍子に合

う部分とに分けられる。

いわゆる話し上手といわれる話し手は，単音量告による

話の要素的部分に，広い意味での概念，つまりは話し手

の意志を含ませるために，抑揚，スピードなどを調節す

ることができる。これらのことは符き手の注意をひきつ

ける笑際的効果をもっている。

従来，心理学では注意と言言語認知の精度， あるいは

maskingの過程について分析がなされているが，ここで

はこれらの問題として指檎するにとどめたい。

言語表現には単音節を恥むとした情動婆索の表現の他

に，言葉の意味内容による 1次性の叙述的意志表現を考

えることができる。くり返して言うと，単音節に意志の

情動的欲求的部分があることから始って，言葉に構成さ

れ，ここで切りかわり意味内容に意志がでるという形式

が言語表現の基本形態である。言葉の中の単音節が，ど

のようなテγションで意志を分担するかということを考

えることができる。待問的局面からとピッチの高さと長

音などの強めの程度からの分析は，従来の研究ではあま

り重視されていないが，これは本来もっと積極的に追求

されなければならないのではないか。

日本言語の単音節は cv形，即ち子音プラス母音の形
でできている。時間約に単音節に延伸があると，それは

母音が役割を荷なう訳である。これには例外があって，

「ブーツJと吹くときの気音では子音の延伸と考えられ

る。母音は全て有戸音であって，声帯の振動によるもの

である。弱音器官，即ち?をの形と位鐙によって発声母音

は区別されてくる。この場合には，風顎，声療， ，号，

および腕に遼動指令が出ている訳である。

ここでは以上の考察にもとずいて，認し手の意志の表

現をつぎの3段階に区分しておくことにする。

2次性z 感覚的表現

1次性z叙述的表現

O次性z発声受聴、意志

感」ヘ
央

制内容一誠 意志

函 2・1 音声と主主主昔、との関係図

以上述べたことを綜合して図2・1に音声と意志との

関係を示す。
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~3 意志の交換

何故，ヒトは他者に言語りかけようとするのか。犬好き

が犬に語りかけ，母殺が嬰!尽に諮りかけるのは何故か畠

また何故諮りかけられた者はそれを聴こうとするのか。

諮りかけに応答しようとするのか。これらの聞いには十

分な解答があろうとも思われないが，解答えの若干の示

唆をするにとは出来よう。

(1) 聴覚器官と中枢を含めた線機能が正常であること。

モニター可能性は発話の正磯さの保持という5起用的効采

のほかに，自己の発話そのものが一種の快の状態を生み

だすJtilJ戟源、となる。環境の変化がある限度内では生体を
快の状態にすることを示す若子の知見がある。動機づけ

に関する古典的理論，即ちハノレの行動王監命中には，有機

体の内部または外部からの動凶JtilJ戦が，その動因を除く

ようになんらかの手段が見つかる迄，有機体を行動へと

駆りたてる。そこで報酬とは，動閣を低減させることと

それに伴う刺戟とから成り立っている。プロイトの精神

分析理論によれば，脳の機能はあらゆる型の刺戟作用を

低減させるか，またはそれな除去する管で、あるという。

しかし，人々が求めているのは幾らかの変化を伴った適

当なレベノレの言語j戟作用であって，刺戟の欠除あるいは過

剰ではない。環境的な刺戟作用を求める人間の強烈な欲

求は，マッギノレ大学でおこなわれている感覚遮断の研究

で例証され，余りにも有名である。大学生が一日 20ド

ノレの支払を受けて，小さな部援の快適なベッドに横にな

り，数乱光しか通さない不透明なゴッグノレを目前につ

け，手は厚紙の筒でおおわれ，物音はエア・コンの雑音

とアオームラパー製のヰ覆いで遮断された。食事をする

ときと， トイレットに行く場合とテストを受ける場合の

わずかな時間を除いて，彼らはただ何もしないで過ごし

た。しかしながら，かの幾つかの理論に反して学生たち

はこのぎ奨の状態が耐えがたいことを悟った。彼らはひ

どく刺戟を求めるあまり， i:甘い株式市場の録音をくり返

し関かせてくれと頼んだ。できるだけ長くとどまるよう

にぎわれたのに，大学生はわずか2日か3拐しかその状

態では過ごせなかったといわれる。最初，彼らは個人的

な問題や知的な問題について考えようとしたが，思考の

流れに心を集中するようになり，そしてそれを保持でき

なくなった。混乱し，いらいらし，ストレスを感じたの

である。最後に視覚的な幻覚を感じ，光の点が現われ次

いで幾何学的模様が現われ，ついに生き生きとした光景

が現われた。この実験の意味するものは多様であろう

が，その一つは正常な心的状態を持続するためには刺戟

の手がかりが極めて重要な要図となっているということ

と， JtilJ車えを求める欲求というものが如何に根強くあるも

のかということを示したことにあるb 音楽などは適度の

強さでなければとても聴けるものではない。

(2) 相手が応答への志向をもつであろうという期待。

石に諮りかける高僧，犬に諮りかける犬好き，および日

常散見する会話では，およそ会話の成立するところに

は，相手が自己と同じ心浬学的場の中にいることを踏々

複に前提としている。その中で特に重要なのは，情動的

な場である。「大きい犬に出会った」とたとL、う表現は，

「体長1m 50 cmの犬がいたJと言う叙述とは呉って，

大きい犬に出合った言語り手の情動体験を含んでいる。そ

して開き手の中で「大きい」と「出合ったj という有意

味語によって場を意識させる。情動的要素が理解される

ことをも前提としている。

このようなことから考えると，意志の成立基盤は，ま

ず原初的には感覚刺車えによる快を出発点とする。ついで

情動体験を何かの程度に表示する言語表現によって相手

に伝達し，そのことで開きそFの中に応答の志向を発生せ

しめるところにあるということになる。

~4 あとがき

本論文は，意志とはどういうものであるか，特にその

作用に関して，音声を媒介として解明する目的をもって

議いたものである。まず意志概念について考え，感情と

欲求とにかかわる意志の起伏について述べた。次に意志

に関して単音節と複管室n，音韻，そして言葉の表出する
ところのユニークさについて述べた。

最後に意志と感覚的情動との関係について述べた。

ここに述べたことは，言語による意志の表現過程の十

分な理解に達するための 2，3の問題点に過ぎない。し

かし，ここに触れた問題は，言語表現の工学的処理では

従来ほとんど無視されて来たものであり，しかも意志の

十分な伝達の必須要件となりうるものである。
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